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１．認定プログラムの検索方法



1.1 認定プログラムの検索
4

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



1.1 認定プログラムの検索
5

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



1.1 認定プログラムの検索
6

④
④ 共通メニューの「認定プログラム一覧」をクリック

します。



1.1 認定プログラムの検索

⑥

⑦
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⑤

⑤ 「申請先制度」は『振興基金』にチェックを入れます。

※チェックを入れると、振興基金の会員に対してCPD
単位が登録される講習会のみ表示されます。

⑥ 他項目を指定します。

※「実施日」や「実施場所」から絞り込むのが便利です。

⑦ 「検索する」をクリックします。

必須入力項目です！

任意入力項目です！



1.1 認定プログラムの検索

⑧

※

⑨

8

⑧ 「認定プログラム名」をクリックするとプログラムの
概要が表示されます。

⑨ 概要に記載の問い合わせ先を確認します。

★ 認定プログラムに参加する場合、
プロバイダー （主催者） に直接参加申込をして
ください。

※ 「CSVダウンロード」をクリックすると、
検索結果をCSV出力することができます。



1.2 CPD単位の申請方法

監理技術者講習の単位申請は別資料をご参照ください。

講習会場に名簿が設置されています。
ご自身の参加者ID（ユーザーID）と氏名（カタカナ）を
ご記入ください。
（インターネットによる講習会の場合は別途主催者にお問い合わせください）

以上で手続きは完了です。

※当日、受講証明書を受領する場合もございますが、
本財団に提出していただく必要はございません。
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1.3 認定プログラムに関する注意事項
10



２．認定教材の利用申請方法



2.0 認定教材利用の全体フロー
12

認定教材とは・・・？

■ 認定教材とは、地方の講習会開催頻度が少ない地域や、業務多忙などにより
講習への参加が難しい技術者のため、技術専門誌を読んで設問に解答し、正
解することによりCPD単位が得られるプログラムです。

■ 認定教材の季刊誌「建築技術」を読み、学習後に特集記事の最後に掲載されて
いる設問に対してCPD情報システムにログインして解答します。

■ 全問正解すると所定の単位数が付与されます。

■ 認定教材（建築技術）はお客様ご自身でご購入等していただく必要がございます。

■ ご利用にあたっては参加者一人ずつに携帯電話番号の登録が必要です。



2.0 認定教材利用の全体フロー
13

＜認定教材による単位取得の流れ＞

①CPDシステムから利用申請を行う
↓

②年間利用料「1,000円/人」を支払う
↓

③建築技術を入手する
↓

④建築技術の巻末に掲載されている設問をCPDシステムで解答する
※解答については、参加者用システムからになります。参加者用マニュアルをご参照ください。

※詳細は次ページからご確認ください



2.1 認定教材の利用申請
14

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



2.1 認定教材の利用申請
15

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



2.1 認定教材の利用申請
16

④
④ 共通メニューの「認定教材利用の申請」 をクリック

します。



2.1 認定教材の利用申請

⑤

⑥
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⑤ 利用申請を行う参加者のチェックボックスにチェック
を入れます。

※全ての参加者にチェックを入れる場合は、最上部のボックス
にチェックを入れてください。

※チェックボックスがない場合（-）は、申込済みまたは、
すでに利用している方です。

⑥ 「確認する」をクリックします。



2.1 認定教材の利用申請
18

⑦

⑧

⑦ 申請内容を確認後、「申請する」をクリックします。

⑧ 確定画面が表示されたら、「OK」をクリックします。
※申請受付メールが送信されます。



2.1 認定教材の利用申請
19

後日、事務局より以下のメールが送信されます。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
認定教材利用料について」

入金確認が完了すると、以下メールが送信されます。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
認定教材利用申込承認のお知らせ」

※ 認定教材の解答は法人用システムからはできません。
参加者用システムにログインし、認定教材の解答を
行ってください。詳細は参加者用操作マニュアルをご確認ください

⑨

こちらで申請は完了です！

⑨ 「戻る」をクリックします。

メールに請求書が添付されています。
請求書内に記載の指定口座へ、お振込みください。



2.2 認定教材に関する注意事項
20

季刊

※現在、認定教材は「季刊



３．取得単位数の確認方法



3.1 取得単位数を個別に確認したい
22

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



3.1 取得単位数を個別に確認したい
23

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



3.1 取得単位数を個別に確認したい
24

④

④ 共通メニューの「参加者の申請」をクリックします。



3.1 取得単位数を個別に確認したい
25

⑤ 「確認画面へ」をクリックします。

⑤



3.1 取得単位数を個別に確認したい
26

⑥ 取得単位数を確認したい期間の指定をします。

⑥

⑦ 「確認する」をクリックします。

⑦

★ ⑥で指定した期間内で取得したCPD単位数が確認
できます。



3.2 取得単位数をまとめて確認したい
27

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



3.2 取得単位数をまとめて確認したい
28

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



3.2 取得単位数をまとめて確認したい
29

④

④ 共通メニューの「参加者の申請」をクリックします。



3.2 取得単位数をまとめて確認したい

⑤

30

⑥

⑤ 取得単位数を確認したい期間を指定します。

⑥ 「CSV作成」または「CSV（明細）作成」をクリックし、
CSVファイルをダウンロードします。



・ユーザーID
・氏名
・フリガナ
・所属（所属会社）
・単位数（指定期間内の合計取得単位数）

・ユーザーID
・氏名
・フリガナ
・所属（所属会社）
・プログラムID
・形態
・実施日
・プログラム名
・単位数（各プログラムの単位数）
・状態

3.2 取得単位数をまとめて確認したい
31

CSV作成

CSV（明細）作成

CSV出力項目

CSV出力項目

実績証明書に記載される
単位数を確認したい場合

はこちら！

社内機能IDに紐づく全ての参加者が出力されます！

指定期間内に単位を取得している方のみ出力されます！



3.3 取得単位数に関するよくある質問
32



４．実績証明書の発行申請方法



4.1 実績証明書の申請（複数人をまとめて発行する）
34

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



4.1 実績証明書の申請（複数人をまとめて発行する）
35

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



4.1 実績証明書の申請（複数人をまとめて発行する）
36

④

④ 共通メニューの「実績証明書の申請」をクリックします。



4.1 実績証明書の申請（複数人をまとめて発行する）

⑤

⑥

37

⑤ 実績証明書をまとめて記載したい参加者のチェック
ボックスにチェックを入れます。

⑥ 実績証明書の証明期間を設定します。
※証明期間は実績証明書の提出先にご確認ください。

⑦

※取得単位数の確認については、取得単位数の確認マニュアルを参照
してください。

⑧ 取得単位数の確認後、「確認する」をクリックします。

⑧

発行申請前に取得単位数を確認しておきましょう！

⑦ 「CSV作成」をクリックし、取得単位数を確認します。



4.1 実績証明書の申請（複数人をまとめて発行する）
38

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬

⑭

⑮

⑬ 実績証明書の送付先メールアドレスを確認します。

⑩ 実績証明書の提出先を入力します。

⑭ 実績証明書に資格名と資格番号を記載する場合、
「選択して下さい」から該当する資格名を選びます。

⑮ 「確認する」をクリックします。

P.４７をご参照ください！

⑨ 「6-a」・「6-b」いずれかの様式を確認します。

P.４８をご参照ください！

⑪ 証明を必要とする期間を入力します。

P.４９をご参照ください！

⑫ 提出先に合わせて、単位の証明範囲に該当する
チェックボックスにチェックを入れます。



4.1 実績証明書の申請（複数人をまとめて発行する）

⑯

39

⑯ 入力した内容を確認後「申請する」をクリックします。

★ 申請完了後、事務局より以下メールが送信されます。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
実績証明書発行申請受付完了のお知らせ」

★ 申請日から３営業日以内に以下件名のメールに、
実績証明書（PDF形式）を添付し、お送りいたします。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
実績証明書発行申請承認のお知らせ」

※入力間違いがあった場合、「戻る」をクリックして申請内容を修正してください。
※入力内容を誤ったまま申請した場合に、キャンセルできる場合がございますので、発行申請キャンセルページをご確認ください。



4.2 実績証明書の申請（社員一人だけを発行する）
40

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



4.2 実績証明書の申請（社員一人だけを発行する）
41

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



4.2 実績証明書の申請（社員一人だけを発行する）
42

④

④ 共通メニューの「実績証明書の申請」をクリックします。



4.2 実績証明書の申請（社員一人だけを発行する）

⑤

⑥

43

⑤ 実績証明書を発行する対象者一人だけにチェックを
入れます。

⑥ 実績証明書の証明期間を設定します。
※証明期間は実績証明書の提出先にご確認ください。

⑦

※取得単位数の確認については、取得単位数の確認マニュアルを参照
してください。

⑧ 取得単位数の確認後、「確認する」をクリックします。

⑧

発行申請前に取得単位数を確認しておきましょう！

⑦ 「CSV作成」をクリックし、取得単位数を確認します。



4.2 実績証明書の申請（社員一人だけを発行する）
44

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬

⑭

⑮

⑬ 実績証明書の送付先メールアドレスを確認します。

⑩ 実績証明書の提出先を入力します。

⑭ 実績証明書に資格名と資格番号を記載する場合、
「選択して下さい」から該当する資格名を選びます。

⑮ 「確認する」をクリックします。

P.４７をご参照ください！

⑨ 「6-a」・「6-b」いずれかの様式を確認します。

P.４８をご参照ください！

⑪ 証明を必要とする期間を入力します。

P.４９をご参照ください！

⑫ 提出先に合わせて、単位の証明範囲に該当する
チェックボックスにチェックを入れます。



4.2 実績証明書の申請（社員一人だけを発行する）

⑯

45

⑯ 入力した内容を確認後「申請する」をクリックします。

★ 申請完了後、事務局より以下メールが送信されます。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
実績証明書発行申請受付完了のお知らせ」

★ 申請日から３営業日以内に以下件名のメールに、
実績証明書（PDF形式）を添付し、お送りいたします。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
実績証明書発行申請承認のお知らせ」

※入力間違いがあった場合、「戻る」をクリックして申請内容を修正してください。
※入力内容を誤ったまま申請した場合に、キャンセルできる場合がございますので、発行申請キャンセルページをご確認ください。



4.3 実績証明書の様式や記載内容の詳細
46

実績証明書の詳細項目については、必ず提出先の指定に合わせてください。
実績証明書の詳細をご確認のうえ、発行申請前に詳細を提出先にご確認ください。

様式

証明を必要とする期間

単位の証明範囲の指定

様式の詳細はP.４７をご参照ください。

証明期間についてはP.４８をご参照ください。

単位の証明範囲はP.４９をご参照ください。

実績証明書詳細 内容詳細ページ



4.3 様式について
47

様式6-a

証明書を申請する際に設定した「証明期間」内で、
取得した単位数の合計のみが記載されます。

様式6-b

証明書を申請する際に設定した「証明期間」内で、取得した
単位数の合計のほか、受講履歴の明細も発行されます。

CPD実績証明書（6a） CPD実績証明書（6b）

受講履歴一覧（明細表）



4.3 証明期間について
48

証明期間

CPD実績の証明が必要な期間を自由に設定できます。

※証明期間は１年単位に限らず、１か月単位でも設定すること
ができます。



4.3 単位の証明範囲について
49

全ての単位

実績証明書の「証明期間」内に該当する全てのCPD
単位を証明します。

※企業内研修で登録したCPD単位は、証明期間１年間につき
上限１０単位までの証明となります。

範囲１

実績証明書の「証明期間」内に以下CPD単位が含ま
れる場合、該当部分を除外して証明します。

・監理技術者講習の重みづけ部分
・監理技術者講習の試験加点単位
・工事表彰の受賞によるCPD単位

※企業内研修で登録したCPD単位は、証明期間１年間につき
上限１０単位までの証明となります。

範囲２

実績証明書の「証明期間」内に企業内研修で取得した
CPD単位がある場合、その単位を除外して証明します。



4.4 実績証明書申請手順の具体例
50



〇〇県

4.4 実績証明書申請手順の具体例

① ② ③

④

⑤

51

① 様式6-a「都道府県、市等」に提出先を入力します。

② 証明を必要とする期間を設定します。

③ 単位の証明範囲にチェックを入れます。

④ 「選択してください」をクリックし、CPD制度に登録
している資格名をクリックします。

⑤ 「確認する」をクリックします。



4.4 実績証明書申請手順の具体例

⑥

52

⑥ 入力した内容に間違いがないか確認後、
「申請する」をクリックします。

以上で発行申請は完了です。



4.5 実績証明書の発行申請をキャンセル
53

①

① 共通メニューの「実績証明書の申請」をクリックします。



4.5 実績証明書の発行申請をキャンセル

②

54

② 申請状況履歴の「申請年月日」をクリックします。

※キャンセルは「処理状態」が『申請中』の場合のみ可能です。



4.5 実績証明書の発行申請をキャンセル
55

④ 「OK」をクリックすると申請がキャンセルされます。

③ 「キャンセル」をクリックします。

※注意

既に実績証明書が発行されていた場合、キャンセルはできません。
再度正しい内容で発行申請を行ってください。

④

③



4.6 実績証明書発行手数料について
56

５００円/１通：実績証明書発行手数料
翌年4月上旬（後払い）：請求時期
4月から翌年3月の間に発行された件数をまとめて翌年4月上旬に請求
※令和6年度は請求時期変更に伴い（2024年2月～2025年3月）のご請求となります

：請求対象期間

メール添付（PDF形式）：請求書送付方法

① 実績証明書の発行申請

② 実績証明書の発行

③ 請求書の送付（4月上旬頃）

④ 実績証明書発行手数料のお振込み

貴社 CPD事務局



4.7 建築CPD運営会議が発行する実績証明書が欲しい
57

(公財)建築技術教育普及センター(建築CPD運営会議)の実績証明書を発行したい場合
は、以下のURLの手順に従って申請をしてください。

http://www.jaeic.or.jp/navi_cpd/kcpd/cpd_certificate.html

※建築CPD実績証明書は、建築・設備施工管理CPD制度に登録している方で、
以下資格を登録している有資格者が発行申請できます。
● 建築士

● 建築設備士
● 建築施工管理技士・技士補
● 電気工事施工管理技士・技士補
● 管工事施工管理技士・技士補

※本CPD制度独自のCPD単位（認定教材・監理技術者講習の重み付け等）は、
証明されません。
詳細はガイドラインをご確認ください。

※発行申請方法に係るご不明点は、建築技術教育普及センターへお問い合わせください。



4.8 実績証明書に関するよくある質問
58

実績証明書は4月～翌年3月の間に発行した件数に応じて
翌年4月上旬頃に請求書をメール添付(PDF形式)にてお送りしております。
※令和6年度は請求時期変更に伴い（2024年2月～2025年3月）のご請求となります



５．社員の追加登録方法



5.1 CPD参加者の追加登録（個別の申請）
60

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



5.1 CPD参加者の追加登録（個別の申請）
61

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



5.1 CPD参加者の追加登録（個別の申請）
62

④

④ 共通メニューの「参加者の申請」をクリックします。



5.1 CPD参加者の追加登録（個別の申請）
63

⑤ 「新規参加者登録」をクリックします。 ⑤



5.1 CPD参加者の追加登録（個別の申請）

⑦

64

⑥ 参加申請を行う社員等の登録情報を入力します。

⑦ 「次へ」をクリックします。

住所は都道府県から
入力してください。

施工管理技士・技
士補は『合格証明

書』に記載の番号を
入力してください。

ログインパスワードは、
参加申請を行う社員等
の個人パスワードに

なります。

電話番号は「ハイフン」
を入れてください。



5.1 CPD参加者の追加登録（個別の申請）

⑧

65

⑧ 入力情報を確認し間違いがなければ、「確認する」を
クリックします。

申請者が複数名いる場合、「続けて申請」をクリックし、
再度②～③の手順を繰り返してください。

※申請者が多数の場合は、本マニュアル「5.2 CPD参加者の
追加登録」（Excelによる一括申請）が便利です。



5.1 CPD参加者の追加登録（個別の申請）

⑨

⑪
⑩

66

⑨ 申請者に間違いがないか確認のうえ、「確認する」を
クリックします。

⑩ 内容を確認後、チェックボックスにチェックを入れます。

⑪ 「申請する」をクリックします。
※申請受付メールが送信されます。

後日、事務局より以下メールが送信されます。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
法人新規参加者申請費用について」

メールに請求書が添付されています。
請求書内に記載の指定口座へ、お振込みください。

入金確認が完了すると、以下メールが送信されます。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
法人新規参加者申請承認のお知らせ」



5.2 CPD参加者の追加登録（Excelによる一括申請）
67

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



5.2 CPD参加者の追加登録（Excelによる一括申請）
68

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログインする」をクリックします。



5.2 CPD参加者の追加登録（Excelによる一括申請）
69

④

④ 共通メニューの「参加者の申請」をクリックします。



5.2 CPD参加者の追加登録（Excelによる一括申請）
70

⑤ 「新規参加者登録」をクリックします。 ⑤



5.2 CPD参加者の追加登録（Excelによる一括申請）
71

⑥ 「まとめて複数人を登録する場合はこちらへ」を
クリックします。

⑥



5.2 CPD参加者の追加登録（Excelによる一括申請）

⑦
⑧

⑨

72

⑦ 「一括登録用名簿テンプレート」をクリックし、
Excelファイルをダウンロードします。

※Excel内の必須事項等を記入してください。

⑧ 「ファイルの選択」をクリックし、⑦で作成したExcel
ファイルを添付します。

⑨ 「申請する」をクリックします。
※申請受付メールが送信されます。

後日、事務局より以下メールが送信されます。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
法人新規参加者申請費用について」

入金確認が完了すると、以下メールが送信されます。

件名：「【建築・設備施工管理ＣＰＤ制度】
法人新規参加者申請承認のお知らせ」

メールに請求書が添付されています。
請求書内に記載の指定口座へ、お振込みください。



5.2 CPD参加者の追加登録（Excelによる一括申請）
73

《「一括登録用名簿テンプレート」見本》

メールアドレスの入力漏れにご注意ください！

建設機械・造園・電気通信・土木は、
いずれか１つのみ登録可能です。

資格番号の後に必ず資格名を
記入してください！

※Excelを保存する際は、ファイルの種類を
『Excel97-2003ブック』で保存してください。

施工管理技士・技士補は『合格証明書』に
記載の番号を入力してください。



5.3 申請状況の確認
74

①

① 共通メニューの「参加者の申請」をクリックします。



5.3 申請状況の確認
75

★ 直近10件分の申請状況が表示されます。
重複申請等、心配な場合はこちらでご確認ください。

★



5.4 一括登録用名簿テンプレートに関する注意事項 76



６．会社用パスワードの変更方法



6.1 ログインパスワードの変更
78

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



6.1 ログインパスワードの変更
79

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



6.1 ログインパスワードの変更
80

④ 共通メニューの「ログインパスワード変更」をクリック
します。

④



6.1 ログインパスワードの変更

⑤
⑥

⑦

81

⑤ 現在のパスワードを入力します。

⑥ 新しいパスワードを入力します。
※ヒントの設定は任意です。

⑦ 「次へ」をクリックします。



6.1 ログインパスワードの変更
82

⑧

⑧ 内容を確認後、「登録する」をクリックします。

★ログインパスワードの変更は以上で完了です。



７．メールアドレスの変更方法



7.1 メールアドレスの変更
84

① ききんのCPDホームページにある
「会社登録・ログイン」をクリックします。

①



7.1 メールアドレスの変更
85

②
③

② 「社内機能ID」と「パスワード（会社用）」を入力します。

③ 「ログイン」をクリックします。



7.1 メールアドレスの変更
86

④ 共通メニューの「メールアドレスの変更」をクリック
します。

④



7.1 メールアドレスの変更

⑤
⑥

87

⑤ 新しいメールアドレスを入力します。

⑥ 「次へ」をクリックします。



7.1 メールアドレスの変更
88

⑦

⑦ 「登録する」をクリックします。

⑧ 下記件名のメールが送信されます。

件名：「【確認】 ＣＰＤ情報システム
ご登録メールアドレス変更について」

★ メールアドレスの変更は以上で完了です。



89

８．登録情報の変更・退会方法



8.1 登録情報を変更したい・退会申請を行いたい
90

① ききんのCPDホームページにある「各種資料」を
クリックします。

CPD制度に登録している情報に変更がある場合は、変更等申請書を事務局に提出してください。
変更等申請書は以下手順で、ホームページよりダウンロードできます。

①



8.1 登録情報を変更したい・退会申請を行いたい
91

② 「登録情報の変更・退会に係る各種様式」をクリック
します。

③ 申請内容に応じて様式をダウンロードし、記入例に
従って様式を記入します。

②

③

★ 作成した申請書を事務局までご提出ください。



8.2 資格の追加申請
92

① 申請日を記入します。

② 「②登録内容変更」にチェックを入れます。
※「箇所」には「資格追加」と記入してください。

④ フリガナ、申請者名、参加者ID、生年月日
を記入します。

③ 同意欄にチェックを入れます。

⑤ 追加を希望する資格名にチェックを入れ、
該当の資格番号を記入します。

※建築士 ：登録番号
施工管理技士・技士補：合格証明書番号

⑥ 連絡先をご記入ください。



8.3 参加者の登録情報の変更申請（個別）
93

① 申請日を記入します。

② 「②登録内容変更」にチェックを入れます。
※「箇所」には変更希望箇所を記入してください。

④ フリガナ、申請者名、参加者ID、生年月日
を記入します。

③ 同意欄にチェックを入れます。

⑤ 登録内容を変更したい箇所について、
変更後の内容を記入します。



8.4 参加者の登録情報の変更申請（一括）
94

① 申請日を記入します。

② 「①登録内容変更」にチェックを入れます。
※３つのいずれかに〇を付けてください。

③ フリガナ、会社名、社内機能ID
会社住所、電話番号、
担当者氏名を記入します。

④ 変更対象者の参加者ID、氏名、生年月日
を記入します。



8.5 参加者の退会申請
95

① 申請日を記入します。

② 「②登録の取消し」にチェックを入れます。
③ フリガナ、会社名、社内機能ID

会社住所、電話番号、
担当者氏名を記入します。

④ 退会対象者の参加者ID、氏名、生年月日
を記入します。



8.6 社内機能ID情報の変更申請
96

① 申請日を記入します。

② 「②登録内容変更」にチェックを入れます。
※「箇所」には変更希望箇所を記入してください。

③ フリガナ、企業名、社内機能IDを
記入します。

④ 登録内容を変更したい箇所について、
変更後の内容を記入します。



8.7 社内機能IDの登録取消し申請
97

① 申請日を記入します。

② 「③登録の取消し」にチェックを入れます。

③ 赤線枠内をすべて記入します。

④ 赤線枠内をすべて記入します。


